
仙台市榴ケ岡市民センターで検索または 

https://www.sendai-shimincenter.jp/miyagino/tsutsujigaoka/index.html  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年９月 1日発行 
〒983-0842 仙台市宮城野区五輪 1-3-1 

TEL 299-5666 FAX 299-5690 

市民センターだより ９月号 

榴ケ岡  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年10 月１日（土） 

      主催：榴ケ岡市民センターまつり実行委員会 助成：(公財)仙台ひと・まち交流財団 

10：00～15：00 

会場 ： 榴ケ岡市民センター（榴岡公園入口すぐ） 

 

舞台発表 ： 10：00 〜 ※開会式終了後  すずめ踊り、オカリナ、太極拳、 

ギター、寸劇 

展示発表 ： 10：00 ～ ※開会式終了後  こども美術館（小学校、保育園さんの作品） 

書道作品、ガイドボランティア活動紹介、 

社会学級活動紹介など 

ダンスパーティー ： 13：00 ～ 社交ダンス 

体験ブース ： 10：00 ～ バルーンアート、アルパカ・カピバラえさやり・小動物ふれあい、 

金魚すくい、身体計測、介護相談、書道、硬筆 

物販ブース ： 10：00 ～ お赤飯、お餅、焼き菓子、乾燥野菜、ハンドメイド作品 
 

※動物のえさやり体験、金魚すくい、物販は数に限りがございます。 

詳しくは市民センター窓口にお問い合わせ下さい。 お問い合わせ 榴ケ岡市民センター（299-5666） 

 

      通常開催は 3年ぶり！！！ みなさん、どうぞ足をお運びください☆彡 

❣

８月３日（水）に、コロナ禍の中でしたが、 保護者や関係機関の方々に

ご協力いただき、インリーダー研修会を開催しました。 

子どもたちが自主的に活動できるようにインリーダーを養成する研修会

を「インリーダー研修会」といいます。当日はジュニアリーダーが先頭に

立ち、参加した児童の皆さんにコロナ禍でもできる遊びをレクチャー。世

話人の皆さんは子ども会についてや世話人の役割を学ぶとともに、各

子ども会同士で意見交換を活発に行っていました。 

※荒天時は一部内容を変更 

❤
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なか決まりません。そこを彼らが上手にエスコート、決ま

ったら一緒に喜んで・・・なんて素敵なロケーション！優

しさのイマジネーション！世代を超えたコミュニケーショ

ン！ケガにはくれぐれも気をつけて楽しんでくださいね。 

 

９月の休館日  

５日(月)、１２日(月)、２０日(火)、２６日(月) 

 ＜体育館個人使用日＞ 
◆ 種 目 バドミントン・卓球ができます。＊用具とシューズはお持ちください。 

◆ 使用料 1回の受付につき２時間 小中学生 120円、一般 240円 

※講座の受講者募集等でいただいた個人情報は、講座運営以外には使用いたしません。用紙はリサイクルできます。 

楽天生命パークにほど近い当館は、野球の声援が風に乗

って聞こえてきたり花火が近くで上がるなど、プロ野球の

シーズン中はとても賑やかです。プロスポーツの華やかさ

は地域の空気を変え、気分もあげてくれます。 

  ところで仙台にはＢ1リーグのチームがありますが

（祝・2021年昇格！）、街にバスケットボールを楽しめる

環境はいまひとつ。当館体育館もミニバスのみ可で、隣接

する榴岡公園にひとつだけあるバスケットゴールから元気

な声が聞こえてくるたびに、少し申し訳なく思います。 

 

 

  榴ケ岡市民センター（榴岡公園南側）   

時間： 9:00 ～ 17:00 

９月３日(土)・４日(日)、１０日(土)・ 

１１日(日)、１７日(土)・１８日(日)、 

２４日(土)・２５日（日） 
時間等やむを得ず変更になる場合があります。詳細はお問い合わせください。 

 生涯学習支援センター（パルシティ仙台5階）  

時間： 9:00 ～ 16：30 

９月１０日（土）・９月２４日(土) 

     詳細はお問い合わせください。 

榴
ケ
岡 

ある日、そこからボールがこちらに。慌てて取りに来た

少年たちの礼儀正しさに感心していると、宮城野さんぽみ

ちでお世話になっている平塚さんが、飛び入りで彼らとフ

リースローを楽しんだ時の様子を教えてくれました。バス

ケ部出身で腕に覚えはある彼女でしたが、シュートがなか 

 

 

   

身近なところから SDGｓを考える
講座（全 4 回）が終了しました。
この講座は（公財）みやぎ・環境
とくらし・ネットワークとの共催
事業です。（参加人数 15人） 

第 1回（7/2）「私にもできる SDGｓ」 

普段何気なくしていることが地球温暖化防止や食品

ロスをなくすことに繋がってい 

たり、身近なところで私たちに 

できることがたくさんあるこ 

とを確認できた時間でした。 

第２回（7/9）「雑紙が七夕飾りに変身①」 

市民センターで廃棄する雑紙を使って、センターロビーに飾

る七夕飾りを作成しました。 

雑紙ならでの味わいのある 

くす玉と吹き流しができま 

した。 

   

第３回（7/23）「雑紙が七夕飾りに変身②」 

七つ飾りの巾着・紙衣・投網・屑籠 

などを完成させ、短冊に思いを込め 

て願い事を書きました。 

受講生の方々の創意工夫もみられ 

雑紙がアートに変身！ 

 

 

   

第４回（7/30） 
「国がなくなる？キリバス共和国と地球温暖化」 

仙台在住のキリバス人、ケンタロ・オノさんに地

球温暖化がもたらすキリバスの現状を映像を交え

て伺いました。遠い国ですがみんな繋がってい 

る、私たちにもできる身近な SDGｓ 

を実行しなければいう思いを強くした 

お話でした。 

   
詳しくは榴ケ岡市民センターホームペ

ージからもご覧頂けます 

よ
る
も 

ひ
る
も 

私たちの心にすとんとゴールを決めた少年少女たちよあ

りがとう、そのまま強く優しく育つんだよ。（関沢） 

  


